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第２２４４回     例  会  報  告     ― ９ 月 １８日 ― 
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関口会長・飯沼幹事：新入会員 原田さん、澤

井さん、井澤さん、宍戸さんの歓迎と、活躍を期

待して。宍戸会員：本日、ゴルフコンペで私のオ

ジが優勝してしまった！ということでニコニコ致 

します。井澤会員：本日はありがとうございます。①本日の歓迎会

が嬉しくて②９／１５が６２回目の誕生日家族に祝ってもらいまし

たのでニコニコします。原田会員：本日は皆様御多忙の中私達新

入会員の為に歓迎会を催して頂き誠に有難うございます。心より

感謝しニコニコさせて頂きます。多謝。中村隆生会員：先日の９月

１２日、たましんの多摩カップが行なわれました。ご参加いただい

た皆様ありがとうございました。結果は、岡田さんがシニアの部で

３位に入り、最終予選進出となりました。是非、国分寺ロータリー

代表として決勝進出お願いします。中村早苗会員：９／８～１２山

内会長エレクトと清水玉江がロシア旅行に行き、無事帰国されま

したのでニコニコします。高椙会員：原田雅章さん、澤井潔さん、

井澤邦夫さん、宍戸隆介さん、４人共、もうすっかりクラブに慣れ

たようにおみうけします。今後のご活躍に期待しニコニコします。 

委  員  会  報  告 

した。私は１５日に出席して基調講演ⅠとⅡを参加者と共に拝聴

し、終了後に参加者とスポンサークラブとの顔合わせがありまし

た。感じたことは参加者がやる気に溢れていること、羨ましいぐら

いの若さでした。又、スポンサークラブより駆けつけたロータリアン

がいなくて淋しそうだった何人かの受講生の顔を見た時にはスポ

ンサークラブとして当たり前のことが出来て良かったと思う瞬間で

した。次は、大変嬉しい報告をさせて頂きます。社会奉仕プロジェ

クグループが進めて来ました、介助犬に関する地区補助金申請

（７５００＄）が通り、全額ではありませんが４０００＄の補助金を取

得することが認められましたので、これからは馬場プロジェクトリ

ーダーを中心に活動を進めるようお願い致します。今日は例会閉

会後に、新入会員歓迎会が開かれます。限られた時間ではありま

すが、飲める人は大いに飲んで、飲めない人は随意にしていただ

き、心が和らげ、新旧会員入り交じり、大いに語り、飲みにケーシ

ョンを図って頂きたいと思います。 

会員数： ３９名  免除：７名  メーキャップ済み： ３名   

欠席： ５名   出席率： ８４．３８％  ≪ 前々回の訂正 ≫なし 

 

皆さん今晩は。昨日は、国民の祝日に関する法

律で定められた「敬老の日」でした。「多年にわ

たり、社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を

祝う」ことを趣旨としているそうですが、当クラブ 

で該当する方は数人おられますが、社会のなかで言われるような

老人が一人もいないように思えることは、常に「奉仕と親睦」の実

践をしているからなのでしょうか。ところで、国民の祝日は、それぞ

れ理由があって決められてきたと思いますが、２００１年祝日改正

法が施行され、成人の日と海の日が第３月曜日に、昭和の日と体

育の日が第２月曜日に変更されてしまったことは誰のためなの

か、その時々に思うばかりです。さて、国際ロータリー第２７５０地

区、第９回ライラセミナーが、９月１５日～１７日にかけて行われま 

①ライラセミナーの最終日、ＪＲ総研の平林氏が

分科会のプレゼンテーションで佐久間ガバナーよ

りお褒めのお言葉を頂いた。②９月１８日（火）多

摩中グループゴルフ大会、団体戦の結果は９位。 

③９月いっぱいでクールビズ終了、１０月より上着、ネクタイ着用。 

③新 入 会 員 挨 拶 

懇親会（新入会員歓迎会）  

①司会：桑原ＳＡＡ委員長  ②乾杯：岡田会員 

【原田会員】改めまして今晩は、新入会員の原田でございます。入

会して２か月経ちましたが、以前よりも皆様のご指導が厳しく感じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｒｏｔａｒｙ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

  

国際ロータリー第 2750 地区多摩中グループ 
2012～2013 年度   会長 関口 英朗 

Vol47  No.10    平成 24 年 9 月 18 日 

― ロータリーを楽しみ そして行動しよう ― 

会 長 の 時 間  関 口 会 長  

 

国際ロータリー会長 田中 作次 

奉仕を通じて平和を 
Peace through Service 

本 日 の 司 会  桑 原 Ｓ Ａ Ａ 委 員 長  

 

幹 事 報 告  飯 沼 幹 事 

 

ニコニコボックス   古 川 委 員 長  

  

出 席 委 員 会   小 向 委 員 長  

 

ロータリーソング   『 我 等 の 生 業 』  

 



ておる今日この頃ですが、逆にそれは諸先輩方

の愛情だと強く思っていますので今後も変わらず

ご指導下さい。どうぞよろしくお願い致します。 

【井澤会員】皆さん今晩は、新入会員の井澤でご

ざいます。ここへ来ると大先輩ばかりで恐縮して

おります。私は６０歳の時に老人会の青年部に入 

りました。国分寺は男女とも長生きの市で１００歳以上は１７名おり

ます。市長が１００歳訪問をした際、８０歳ではまだまだ若いと言わ

れたそうです。老人会でもロータリーでも８０歳まで青年部で活躍

したいと思ってます。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

【宍戸会員】皆さん改めまして今晩は、宍戸と申し

ます、どうぞよろしくお願い致します。ロータリー会

員の皆様は本当にお若いなと常日頃感じており 

ます。皆様のパワーを頂き私も８０歳までは現役で頑張っていけれ

ばと考えておりますので、今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

第２２４３回未掲載分 イニシエーションスピーチ 

○ 多 田 会 員 

照木次年度幹事の近況の連絡があった。ご家

族の意向もあり、１１月末まではリハビリに専

念し、２５年１月には復帰する予定のようであ 

る。ご本人は非常に前向きの姿勢であった。それまでは、パスト

会長はじめ、会員の方々のご協力を得ながら準備をすすめるつ

もりですのでよろしくお願いします。 

④中 締 め：山 内 会 長 エレクト 

皆さんこんにちは。４月１０日に入会をさせて頂き

ました多田です。入会後５ヶ月が経過し、本日イ

ニシエーションスピーチの場を頂戴いたしました。 

これから三点、「自分の生い立ち」「ＲＣ入会後の出来事」「最近のＲ

Ｃ活動で感じたこと」についてお話をさせて頂きます。最初は生い立

ちについてです。私は１９６３年に四国香川（高松と琴平の丁度中

間点にある綾川町）で生まれました。高校まで香川で過ごし、県外

の大学で４年間学んだ後、１９８７年に日立製作所に入社し茨城県

日立市にあるエネルギー研究所の総務課に配属となりました。この

研究所は原子力を中心とするエネルギー関連の研究を行う事業所

であり、東北大震災で被害のあった東電福島発電所とも深く関係し

ていました。ここで約１１年間勤務した後、国内で最も遠い事業所で

ある九州支社に転勤。その後、トータルソリューション事業部、ディ

フェンスシステム社を経験し、本年４月に中央研究所に赴任してき

ました。先ほど香川県出身と申し上げましたが、実は中央研究所初

代所長の馬場粂夫氏が現在の香川県丸亀市出身であると共に妻

の高校の大先輩であることを赴任後に知り、不思議な縁を感じてい

ます。次にＲＣ入会後の出来事についてお話をします。４月１０日の

入会式後、受付の仕事を任され、慣れないながらも受付簿の記入、 

領収書の発行等を行いました。５月２３日に照木氏の幹事纏めで国分寺

駅北口の日本橋亭にて賑々しく歓迎会を行って頂きました。その後クラ

ブ活動にも慣れた６月２６日に、２０１１年度の最終例会が立川パレスホ

テルで行われ妻と共に参加させて頂きました。この日帰宅後に妻に感想

を聞いたところ「ロータリーにはユニークな人が多いわね」と言っていたの

が印象的でした。年度が替わり出席委員を任されることになり、７月２４

日に出席状況を例会にて報告致しました。８月７日には日立泉水クラブ

で納涼例会が開催され出席しました。このクラブは先に話した馬場粂夫

氏の邸宅跡地に建てられたものであり、中央研究所の大切なお客様をも

てなす迎賓館です。そして９月７日に初めてメークアップとして立川ＲＣに

参加してきました。これから「最近のＲＣ活動で感じたこと」についてお話

をしますが、ここでの経験を基にスピーチします。立川ＲＣは立川パレス

ホテルで行われており、受付も結婚式のようで緊張感が漂う場でした。

加えて、出席者のほぼ全員がブレザーまたはダークスーツの上着を羽

織っており、フォーマル度の高い雰囲気でありました。当日、私はクール

ビズ期間ということもあって上着無しで参加し、大変落ち着かな 

い感じがしました。また、人数も１００名弱の方々が参加しており、 

会場は隙間なく人で埋まっており少し圧倒されました。このような状況の

中で例会が行われた訳ですが、その場で不思議な感覚を持ちました。自

分は現在、国分寺ＲＣに属していますが、受付はどちらかというとカジュ

アルであり馴染み易い雰井気、服装も殆どの方がフォーマル度の低いも

のを着用、そして出席人数は約３０名と小規模であることが頭に浮かぶ

と同時に、中央研究所に赴任するまでに勤務してきた４つの事業所は、

従業員数が２００名から４５０名と小規模事業所あり従業員同士が良く会

話をしていたことを思い出し、自分は「小規模派」の道を歩んでいるので

はないかと感じました。組織の大小により特徴がありますが、小規模で

あるが故のメリットがあります。一点目はお互いの顔、人と為り更にはお

酒が強いか弱いかといったその人の特徴まで知ることが出来、濃密な関

係を築くことが出来ることです。二点目は各人が組織の全体像を容易に

理解でき、組織の活動への参画意識が高まるということです。それ 

故、小規模な組織では与えられた任務についてモチベーションを持っ 

て取組むことが出来ると思います。今後、国分寺ＲＣでお世話になってい

きますが、「小規模」であるメリットを意識して活動していく所存です。どう

ぞ宜しくお願い申し上げます。最後になりますが、このスピーチを考える

にあたり、ロータリー入門書を読みました。そのなかに来訪者の項目が

あり「来訪者接待における印象がクラブの価値を決定し、その町そのも

のが評価されます。来訪者をまごつかせぬこと、一人ぼっちで置かぬこ

とが大切です。」という行がありました。大切なことだと思いました。以後、

心掛けていきたいと思います。 
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東京国分寺ロータリークラブ 
 

会 長 関口 英朗   幹 事 飯沼 克美 

会報委員長 津野田 範昌   副委員長  照木 信久 
 

事務所・例会場 東京都国分寺市南町 3-20-3 国分寺ターミナルビル 8 階 

Tel.042-322-6480 
編 集 ・印 刷  （株）ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ 国分寺市本町 3-8-12 Tel.042-320-5601 

     URL: http://www.tokyokokubunjirc.org/ 

 


